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Abstract

The quality and running cost of CTP plates have improved in recent years. LD-NS is a new type of CTP
plate that requires no processor or processing chemicals. In other words, it is “process-less” plate.

LD-NS, which has been developed to achieve high image quality and high productivity for short run
color printing, has the following features.

1. Image formation based on controlled ablation enables the same press startup as that with the
conventional PS plate.

2. The newly developed hydrophilic layer exhibits a high adaptability to various inks and fountain
solutions and achieves low dot gain.

3. Plate making completes only by feeding, on the press, a fountain solution and ink onto the laser-
exposed surface without using any special chemical.

LD-NS is highly evaluated by customers due to its ease of printing and high productivity.  We expect
LD-NS to open up a new possibility of CTP plates.

1. はじめに1），2）

近年のレーザ関連，およびコンピュータ・通信技術
の発展により，リスフィルムを経ることなくデジタル
データを直接印刷版に出力するCTP（Computer-to-Plate）
システムの普及が進行しており，製版・印刷工程の合
理化，品質安定化に寄与している。CTPの記録方式は
フォトンモード記録（ビジブル）とヒートモード記録
（サーマル）とに大別され，後者は，高画質，明室取り
扱い性を生かして商業印刷市場の主流となりつつある。
また，印刷業界においては，顧客ニーズの多様化に

より，小ロット多品種，短納期化が進み，少部数カラー
印刷市場が拡大している。これに対し，CTPシステム
が果たす役割は大きいが，現行のCTP刷版はアルカリ
現像処理を必要とし，品質安定化のための現像液の管
理や，現像廃液処理が必須であった。このアルカリ現
像処理をなくすること（無処理）ができれば，生産性
の向上，刷版品質の安定化，コスト削減，省スペース
化，環境負荷の低減などが期待でき，その実現が待た
れている。そのような背景から，CTP刷版の目指す究

極の姿として，印刷版メーカー各社で無処理CTP刷版
の研究開発が行われている。富士写真フイルムは，
2000年開催のDRUPAで無処理サーマルCTP刷版の技
術発表を行い，2002年よりBrillia LD-NSとして発売を
開始した（Photo 1）。
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2. コンセプトと特徴

LD-NSは，前述した無処理CTP刷版のメリットを実
現する，高画質，高生産性の少部数カラー印刷市場向
け無処理サーマルCTP刷版である（Table 1，Fig. 1）。
高解像力，明室での取り扱いが可能なサーマル刷版

の特徴はそのままに，アブレーション制御技術を適用
した画像形成により，機上現像を感じさせない，従来
の印刷版同様の素早い印刷立ち上がりを実現し，調子
変動も少なく安定した印刷物を得ることができる。ま
た，インキや湿し水を選ばず，幅広い印刷条件に対応
可能である。

3. 感材層構成と刷版工程

LD-NSは，当社独自の表面処理（マルチグレイン）
を施したアルミニウム支持体上に，インキ受容層，親
水層を設けてなる。赤外線レーザによる走査露光によ
り，親水層界面付近のインキ受容層のアブレーション
を伴いながら，インキ受容層と親水層界面の密着力を
低下させ，潜像を形成する。これを，アルカリ現像処
理なしに印刷機に取り付け，通常の印刷開始操作を行
うことで版面に供給される湿し水やインキで露光部親
水層が除去され，製版が完了する。引きつづき，紙を
通せば印刷物を得ることができる（Fig. 2）。
このように，表面処理を施したアルミニウム表面に

代わる親水性表面，アブレーションを伴う界面剥離に
よる画像形成の点で，従来の印刷版とはまったく異な
るものであり，以下に述べるような多くの新規技術が
投入されている。

4. 材料開発

4.1 親水性表面

現在，当社が上市する商業印刷向け印刷版は，マル
チグレイン処理したアルミニウム表面を，湿し水受容
性の親水性表面として利用している。最適化した三次
元的表面形状は，高い次元で印刷性能をバランスして
おり，これに代わる親水性表面には，新規親水性素材，
および表面形状の両面から開発が必要であった。
LD-NSの親水層には，親水性樹脂成分と，広い表面

積により高密度に親水性官能基の導入を可能とする無
機微粒子からなる，有機・無機ハイブリッド技術を適
用した。
表面形状の点では，支持体にマルチグレイン処理し

たアルミニウムを用い，インキ受容層，親水層を薄層
化し，親水性表面にマルチグレイン処理の表面形状を
反映させた。さらに，立体構造制御技術も織り込み，
微細な三次元形状をも付与した。このような新規技術
の導入で，従来の印刷版に匹敵する親水性表面を得た。

4.2 画像形成技術

アルカリ現像処理する従来の印刷版は，露光により
アルカリ現像液に対する溶解性が変化する画像形成機
構を用いる。ネガ型では未露光部が，ポジ型では露光
部がアルカリ現像液に溶解し，親水性のアルミニウム

Fig. 1 Target market of LD-NS.

Fig. 2 Cross-section of LD-NS and its image formation.

Table 1 Plate Making Process of LD-NS.
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表面が露出する。無処理をコンセプトとするLD-NSで
は，これに代わる新規な画像形成機構の開発が必要で
あった。
そこで，アルカリ現像に代え，印刷スタート時に実

施する，印刷版上に湿し水とインキを均一に供給する
操作に着目した。湿し水とインキは印刷版に接する
ローラより供給されるため，物理的な力も同時に加わ
る。LD-NSでは，アブレーション現象によるインキ受
容層と親水層間の密着性変化を潜像形成に適用し，わ
ずかな量の湿し水とインキ，および物理的な力による
印刷機上での現像処理（機上現像）を可能とした。
アブレーションとは，レーザ照射により物質が高温

に加熱され，燃焼・爆発もしくは溶融などによりその
一部もしくは全部が破壊されるような物理変化を示す
現象である。LD-NSでは，赤外線レーザの露光部で発
生した熱の作用で，親水層界面付近のインキ受容層の
一部がアブレーションする。これにより，インキ受容
層と親水層の界面密着が低下し，物理的な力により容
易に親水層が剥離する状態を形成する。この潜像形成
には，インキ受容層に含まれるバインダーの熱物性が
大きく関与する。たとえば，Fig. 3にガラス転移温度
（Tg）が異なるアクリルポリマーバインダーをインキ受
容層に用いた場合の感度を示したが，Tgには最適な範
囲が存在することがわかる。高すぎるとアブレーション
性が低下し，低すぎるとバインダーの溶融状態が持続
するため再接着するが，それぞれ密着性の低下が充分
発現しないためと考えている。この観点で最適な熱物
性を示すバインダーを開発，採用した。

5. 刷版および印刷性能

5.1 網点再現性

Fig. 4，5に，LD-NSと当社サーマルポジ型CTP刷版
のドットゲイン量，コントラスト値のデータを示した。
コントラスト値とは，下記の計算式より算出される値
で，シャドー部（75％）濃度のベタ濃度依存性を表す
指標である。

コントラスト値
＝〔（ベタ濃度）－（75％網点濃度）〕／ベタ濃度

LD-NSは，当社サーマルポジ型CTP刷版と比べ，ドッ
トゲイン量が少なく，コントラスト値が大きい。この
結果は，非画像部の親水性が従来のアルミニウム支持
体表面に匹敵する性能を有すること，およびインク受
容部が凹部となる平凹版型であるためインクが盛れ，
印刷安定性に優れることを示すものである。
解像度も175LPI（Line Per Inch）で1～98％を印刷物

上で再現可能である。

5.2 機上現像性

Fig. 6に，印刷スタート時の払い枚数を当社サーマル
ポジ型CTP刷版と比較した結果を示した。

Fig. 3 Relationship between the Tg of the acrylic polymer binder
in the ink-receptive layer and the plate sensitivity.

Fig. 4 Dot gain curve of LD-NS exposed with Trendsetter 3244VX.

Fig. 5 Contrast value of LD-NS.

Fig. 6 On-press development performance of LD-NS.
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払い枚数は，印刷前のインキおよび湿し水の供給時
間にかかわらず10枚未満に収まり，当社サーマルポジ
型CTP刷版同等の取り扱いで印刷できることがわかる。
画像部への着肉枚数も同様に5枚程度であり，機上現像
を感じさせないレベルである。

5.3 汚れ性

Table 2に添加剤としてメジュームを加えたプロセス
インキと特色インキに対する性能を示した。特色金
インキでは，当社サーマルポジ型CTP刷版と比べ，若
干払い性に劣るが，実用上問題ないレベルであり，ど
ちらのインキでも地汚れのない印刷物を得た。

また，湿し水量を絞ってもシャドーが絡みにくく，
非画像部も地汚れしにくいため，この点でも従来の印
刷版と同様の取り扱いで印刷をすることができる。

5.4 性能バランス

対象とする少部数カラー印刷市場に対し，無処理で
ありながら充分実用的な刷版性能を有し，特に，刷り
やすさ，印刷品質に関しては当社サーマルポジ型CTP
刷版同等の高い性能を実現した（Fig. 7）。

耐刷性や感度において，絶対性能は当社サーマルポ
ジ型CTP刷版に劣るが，ねらう少部数市場に対しては
充分なものである。

6. まとめ

今後，拡大すると予想される，アルカリ現像処理な
しの無処理CTP刷版市場への当社初の商品としてLD-
NSを開発した。親水層，画像形成機構に数多くの新規
技術を投入し，親水性表面としてマルチグレイン処理
されたアルミニウム支持体表面を利用しない設計にも
かかわらず，現行の印刷版同等の刷りやすさを実現す
ることができた。お使いいただいているお客様からは，
刷り易さと無処理ゆえの高い生産性で高い評価を頂い
ており，CTP刷版の新たな可能性を切り開く商品とし
て期待できる。
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（本報告中にある“Brillia”は富士写真フイルム（株）の商
標です。）

Table 2 Influence of Spot Color Inks and an Additive on On-
press Development.

Fig. 7 Performance attainment level of LD-NS in the short-run
color  printing market.
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